
「動いてあそぶ」 

自分のからだを知り動

かし方を学びます。 

                      

「いっしょに遊ぶ」 

人と関わる力（コミュニ

ケーション・社会のルー

ルなど）をそだてます。 

 

すくすく親子教室がめざすこと 
 

＜方針＞ 

☆すくすく親子教室は親子で参加していただきます。（きょうだいの方は入室できません。） 

保護者の方もこどものモデルとなるように活動に参加し、こどもと一緒に楽しんでください。 

こどもに向き合う時間を大切にしましょう。 

☆こども自身ができるように支援し、できることは見守り、ほめながら意欲を育んでいきましょう。 

☆年間支援計画に基づき、保護者の方と話し合い個別支援計画を作成し、こどもを支援していきます。 

☆グループ懇談、個別懇談、発達検査(相談)などを行い、こどもの理解を深めていきます。 

 

 親子で一緒に色々な活動（あそび）を楽しみ、発達を支援します。 
 

☆こころとからだをそだてる 3つのわ 
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ことばの基礎：真似る➡記憶➡共有➡想像 

                          ことば（表出・・伝える力・理解・・解る力） 

＜一人ひとりを大切に＞ 

☆個別支援計画を提案します。こどもの困りごとをどのように支援したらよいのか。 

  なぜ？困っているのか？（わかり合えないから？） 

・こども一人ひとりの興味、関心を知り、好きな遊びをいっしょに楽しみ、 

遊びを広げていきましょう。 

  ・こども一人ひとりの、気持ちや要求の出し方に寄り添い、ことばを広げていきましょう。 

＊出来る-出来ないは一人ひとりで違います。 

＊出来ないことは気になりますが、出来ることを大切にしましょう。 

※出来ることを見極めて関わることが大切です。＝出来ないことを無理強いしないようにしま

しょう。 

※保護者自身のタイムスケジュールとこどものタイムスケジュールのバランスに注意しましょう。 

  こどもは次への見通しで精一杯です。 

出来るまでに要する時間、反応する時間は一人ひとり違います。保護者の思うタイミングでは

できません。 

 

 

 教室がこどもにとって「楽しい場所・楽しい時間」になるように 

達成感や充実感の積み重ねを大切に関わりましょう 

☆こどもも保護者も私たちも一緒に成長していきましょう☆ 

「感じてあそぶ」 

色々な感触、刺激を経験 

し見る・聞く・触るなど

の感覚を育みます。 


